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塊状サンゴ（Porites sp.）の骨格腫瘍部における化学成分変動

Variations of environmental proxies in a skeletal tumor of Porites sp. coral
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近年、原因が特定されたものはまだ少ないものの、サンゴの病気に関する報告が世界中から相次いでいる。また致死
的病気だけではなく、ポリプの減少や骨格の異常成長で特徴づけられる腫瘍を持ったサンゴも報告されている。このよ
うな骨格腫瘍は、環境復元に適した比較的大きく成長した群体に認められているが、その骨格中の化学成分変動につい
てはこれまで詳細に議論されていない。
そこで本研究では、沖縄より採取された一部腫瘍を持つサンゴ（Porites sp.）の腫瘍部と健常部における骨格中の化学

成分変動を比較検討した。測定項目は、酸素・炭素同位体とストロンチウム・カルシウム比（Sr/Ca）、マグネシウム・カ
ルシウム比（Mg/Ca）である。微小試料採取は群体の成長軸に沿って行い、Micromass社製質量分析装置OPTIMAを用い
て酸素・炭素同位体測定を行った。また、微量元素については酸素・炭素同位体測定と同様の微小試料についてHewlett
Packard社製誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いて測定を行った。測定の結果、腫瘍部における骨格中の
酸素・炭素同位体比、Sr/Ca比、Mg/Ca比の変動幅はほぼ健常部と同じであり、異常値を示すようなことはなかった。し
かしその変動パターンは、海水温や日射のような環境変動をほとんど反映しておらず、このことから腫瘍を持った塊状
サンゴは環境復元に適していないことが示唆された。


